
Ⅱ 事業実施地域の取組 

 

 

 

 

１ 北部高等学校等支部養護教諭会特別支援学校部会 

近年、北部特別支援学校の養護教諭の配置は年齢層に大きな幅がある。複数配置であ

っても若手同士だったり、臨時的任用同士だったり、各学校の特色や実態に応じた養護

教諭の専門性を発揮しながら保健室経営を進めていくことに困難を感じている者が多い

という課題もある。また、養護教諭に求められる役割が多様化している事、特別支援学校

という特有の職務の難しさのなかで、養護教諭の迷いは大きいと感じる。 

 

そこで、北部高等学校等支部養護教諭会特別支援学校部会では、「養護教諭が悩んでい

ては、自校の子供たちの健康課題が解決できない」と考え、本事業を活用し「健康課題解

決検討委員会」を設置して「特別支援学校における養護教諭の資質向上」に取り組むこと

とした。 

 

２ 健康課題解決委員 

女子栄養大学  教授 大沼 久美子 

県立深谷はばたき特別支援学校 養護教諭  久保田 真奈美 

県立秩父特別支援学校 養護教諭  森 美咲 

県立熊谷特別支援学校 養護教諭  山本 可菜 

埼玉県教育局保健体育課 指導主事 龍野 雅美 

埼玉県教育局保健体育課 指導主事 澤村 文香 

 

３ 健康課題解決検討委員会【事前打合せ】 

（１）日 時 令和５年７月２１日（金）午後３時００分～午後４時３０分 

（２）会 場 深谷はばたき特別支援学校 

（３）内 容     

  ア 令和５年度埼玉県「学校における現代的な健康課題解決支援事業」概要について 

  イ 北部高等学校等支部養護教諭会特別支援学校部会の健康課題について 

  ウ 課題解決に向けた方策の検討 

    →保健室訪問（深谷はばたき特別支援学校） 

    →北部高等学校等支部養護教諭会特別支援学校部会研修会の開催 

 

北部高等学校等支部養護教諭会特別支援学校部会 

「特別支援学校における養護教諭の資質向上」 
～児童生徒の障害特性や学校の実態に対応していくために必要な資質とは～ 



４ 健康課題解決検討委員会【実施内容】 

（１）保健室訪問 

  ア 日 時 令和５年８月２４日（木）午後１時３０分～午後２時００分 

  イ 会 場 深谷はばたき特別支援学校 

  ウ 内 容 ベテラン養護教諭の知恵（保健室経営・実践の共有） 

  エ 講 師 深谷はばたき特別支援学校 養護教諭 久保田 真奈美 氏   

 

   保健室訪問 

保健室で実践している SDGsの便利グッズの紹介（子供たちの着替えに利用している

ジャージや嘔吐物・失禁時に使用するディスポ布、頭部打撲時に使用する三角バンダ

ナ、保冷剤を入れるリュック）と年度初めに実施している保健給食研修で使用してい

る「保健給食ガイド」の内容及び職員への周知の仕方について説明。 

 

 

 

（２）北部高等学校等支部養護教諭会特別支援学校部会研修会 

  ア 日 時 令和５年８月２４日（木）午後２時１０分～午後４時３０分 

  イ 会 場 深谷はばたき特別支援学校 

  ウ 内 容 特別支援学校における養護教諭の資質向上 

        〜児童生徒の障害特性や学校の実態に対応していくために必要な資質能力とは〜 

  エ 講 師  

  （ア）講義・演習① 講師 保健体育課 指導主事 澤村 文香 氏 

      事業説明  

      養護教諭育成指標について 

      育成指標「活用チェックリスト」の実施 

  （イ）講義・演習② 講師 女子栄養大学 教授 大沼 久美子 氏 

      課題解決にむけたグループワーク 

         

 



















 

北部高等学校等支部養護教諭会特別支援学校部会の取組における成果と課題 

 
 
１ 成 果  

⚫ 今回の研修目的であった「どこの校種にいてもどの年代であっても養護教諭の専門性から自校

の健康課題を解決できるようになる」という意識は参加者全員が共通認識できた。 

⚫ 多種多様な教職員がいる中で、学校保健活動を行っていく養護教諭は、全てを自分だけで実践

するのは難しい。いかに多種多様な教職員の良さを生かし、協力して安全安心な学校にしてい

くか、そのための養護教諭の「伝える力」が必要だと改めて学ぶことができた。 

⚫ 今まで全く経験がない特別支援学校の養護教諭として働き、これが正しいのか、こんなことで

悩んでいるのは自分だけだろう、誰かに聞くのも恥ずかしいと思うこともあったが、グループ

ワークで話し合ってみると、意外にも自分の悩みに共感してくれ、似た悩みを抱えていて驚い

た。 

⚫ 若い時期には、若い時の悩み、中堅には中堅の悩み、ベテランにはベテランの悩みがあること

がわかった。また知的障害特別支援学校とは異なる肢体不自由特別支援学校だからこその悩み

を聞けてとても良かった。 

⚫ 「特別支援学校で活用できる保健教育の実践事例が知りたい」という課題をもって臨んだとこ

ろ、具体的なアドバイスをいただき、学んだことを踏まえながら実践していこうという意欲が

湧いた。 

 
 
２ 課 題  

⚫ 今回の研修で学んだ視点を、課題に応じて柔軟に生かしていくことが大切である。 

⚫ 課題意識を持ちながら、継続的に研修に取り組んでいく必要がある。 

⚫ コミュニケーション能力を育成することが大切である。 

⚫ 教員や学校保健関係者、地域の方々と密に連携をしていく力を育成することが大切である。 

⚫ せっかくの複数配置なので、互いに確認し合う機会を日頃から設けることができればよい。 

⚫ 目の前の職務に追われる日々なので、養護教諭育成指標の活用チェックリストを定期的に活用

して、自分自身の職務を振り返る時間を設ける必要がある。 

 
 

 


